
認定こども園 青森中央短期大学附属幼稚園 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

      の給食だより 
 秋も深まり、柿やブドウなど旬を迎えている果物がたくさんあります。子どもたちにおいしい果物の

味を覚えてもらう絶好のチャンスです。ビタミンも豊富な果物は、効能も様々で、離乳食から食べられ

るものもあります。ぜひ、上手にとり入れて風邪予防も一緒に行いましょう。 

 
青森県の郷土料理や県産品を知ろう。 

… 今月のたべものなぞなぞ … 

まんなかにぽっかり 

あながあいたわっかの 

おやつってなあに？ 

 こたえ▶ ドーナッツ 

みんなで食べよう！11 月の注目食材！ 

 ゆずは、初夏に花を咲かせ、夏に
青玉と呼ばれる青い実が収穫され

ます。10 月・11 月ごろになると、
黄色く熟したものが出回り、独特
の爽やかな香りと果皮の色合い

で、薬味として重宝されます。 

ゆず 

十和田バラ焼き 
材料（2 人分） 

・牛バラ肉 200ｇ 

・玉ねぎ  １個 

たれ 

りんご １/４個 ☆しょうゆ 大さじ 3 

☆酒   大さじ 1 ☆砂糖 大さじ 1 

☆すりおろし生姜 小さじ 1 

☆すりおろしにんにく 小さじ 1/2 

☆コチュジャン 小さじ 1/2 

サラダ油 小さじ 1/2 

サニーレタス ２枚 

 

☆お家でＢ級グルメを作ってみよう☆ 
作り方 

① 玉ねぎは皮をむいて、ヘタを切り落とし、縦に半分

に切ります。その後、繊維を断ち切るように 1ｃｍ

幅に切ります。 

② りんごは、皮をむいてヘタと芯を取り除き、 

すりおろします。 

③ ボウルで☆と②を合わせてタレを作り、牛バラ肉を

漬け込み、一時間以上冷蔵庫で寝かせます。 

④ フライパンを中火で熱し、サラダ油を入れて①を炒

めます。 

⑤ 玉ねぎが少しきつね色になったら③をタレごと 

入れてさらに炒めます。 

⑥ 牛バラ肉に火が通ったらサニーレタスを敷いた 

お皿に盛って完成です。 
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         津軽地方には、世界遺産白神山地や 

八甲田山などに代表される豊かな森から 

ポイント 

戦後間もないころ米軍から安価

で入手した牛バラ肉と当時簡単に

手に入った玉葱と秘伝のタレに絡

ませて鉄板で焼いて食べるという

ことから南部地方で、十和田バラ焼

きが生まれたそうです。 

 現在では、アレンジとして牛バラ

肉ではなく豚バラで作ったり、パン

に挟んでたべたりなど家庭によっ

て様々な食べ方があるそうです！

ぜひ、お試しください！ 

流れ出す水によりおいしく育っているお米。旨みはもちろ

ん、貝柱の厚さが特徴の青森ホタテ。青森なら忘れてはいけ

ない青森県産りんご。味噌をベースにカレー粉、牛乳が絶妙

なバランスのスープにバターを入れた青森市民のソウルフ

ード味噌カレー牛乳ラーメンがあります！ 

食材マグロ。ホコでウニを突く漁法でとれる繊細な味わい

で、国内でも絶品と評価されているキタムラサキウニ。 

戦前、むつ市大湊に配備されていた旧海軍部隊の食事に出

されていたコロッケのレシピをもとに、揚げ油は牛脂、食材

は、下北産で作っている大湊海軍コロッケがあります！ 

          下北地方には、日本海を北上し津軽海峡

へ向かう「黒いダイヤ」とも言われる最高

級 

にんにく。本州最北端の夏季冷涼な気候で、広大な公共牧場

面積を誇り、草資源の豊富な恵まれた環境のもとで育った 

あおもり牛。砂が綺麗だからこそ貝が大きく育つほっき貝。 

香りや風味が良く、繊維質が邪魔にならない程度に身が締ま

り、シャキシャキとした食感が特徴のごぼうがあります！ 

 

          南部地方には、大玉で一片が大きく、 

身が引き締まって雪のような白さが特徴

の 

白神山地や八甲田連峰等の山々、緑豊かな

森林や肥沃な大地を有し、陸奥湾を抱き込

み、日本海や太平洋、津軽海峡の三つの海に

囲まれた青森県は、海の幸と山の幸に恵まれ

ています。 

青森県内の農山漁村では、豊かな食材と地

域の食文化に根ざす伝統料理等が、優れた技

とともに大切に伝えられてきました。県産品

は安全で安心、新鮮な魚、果物、野菜を味わ

うことができます。 

千歳飴ってなあに？  
千歳飴は、1000 歳の飴と描きます。 

1000 歳まで生きることは難しいけれど、そ

れぐらい元気に長生きできますようにという

意味が込められています。だから、飴も飴が入

っている袋もとても長いのですね。 


